
有限会社 鳥仲商店 

認定テーマ名：湘南レッドと湘南しらす加工品を活用した平塚産総菜の開発・販売事業 

 

１．認定事業の現況 

認定商品は、地元平塚産の食材にこだわった商品とした。具体的には甘みが強く、シャキシ

ャキとした食感が特徴の赤玉ねぎの湘南レッド及び平塚漁港にて多く水揚げされる湘南し

らすを中心に素材は全て平塚産で統一した。商品としては自社の鶏肉コロッケ加工ノウハ

ウを生かしたコロッケ総菜（レッドシラスボール、レッドシラスバー）とした。 

レッドシラスボールは、見た目の特徴を明確にするためにボール状とし、平塚のコロッケで

“ヒラコロ”と命名し商品化した。 

現在、“ヒラコロ”の種類は、ベースとなる里芋コロッケのプレーンタイプ、くりまさりとい

うサツマイモと放し飼いの鶏の卵を配合した“くりまさり”、かぼちゃと平塚長ネギを使用し

た“九十栗南瓜（くじゅうくりかぼちゃ）”、湘南レッド、湘南自然味噌と平塚小松菜を使用

した“和風キーマカレー”、平塚産トマトピューレとモッツァレラチーズﾞ、平塚米はるみを

使用したトマトピューレとモッツァレラチーズの“ライスコロッケ”の 5 種類である。 

販路としては、地元の飲食店を中心に取扱店を拡大し地元への周知・浸透を図った。また、

知名度を上げるために地元イベント、県内イベントに積極的に参加し、平塚の逸品として紹

介するとともに自店でも販売し普及を図った。 

 

２．今後の見通し 

ヒラコロは、地元での認知度も上がってきたことから、まだ金額は小さいものの、一定の売

上を確保できるようになってきた。更なる平塚産原料を活用した商品として現在、平塚漁協

の御協力を得てシーラを原料としたシーラのメンチカツ、トマトチーズコロッケ、マヒマ

ヒ・タルタルバーガーやフィレなどの商品やオリジナルサラダチキンなど積極的に商品開

発を行っている。今後も地元に根付いた鶏肉店として商品の幅を広げていきたい。 

 

３．地域資源認定を目指した経緯 

当社は平塚にある創業１９５４年の鶏肉加工卸業。主に県内の養鶏場から新鮮な鶏を仕入

れ、精肉、唐揚げなどを販売してきた。長年平塚で事業を行ううちに、地元平塚産の原料を

活用した製品を開発し、街おこしによる貢献を計画した。新たな製品開発はから揚げに加え、

新たな総菜事業への進出にもなることから当時平塚市職員の方の勧めもあり、地域資源認

定を申請し、平成 27 年 2 月に地域資源認定を受けた。 

 

４．利用した中小機構の支援策 

認定後基本となるヒラコロのレシピーや加工条件検討は、専門家派遣制度を活用して商品

化を行った。この点では、鶏肉については多くの知見とノウハウはあるものの、総菜として



の商品化についてはノウハウがなかったため、コンセプトに合致した商品開発とともに、効

率的に販売につなげることが出来た。また、生産面においても専門家のアドバイスにより社

内で適切な加工プロセスを確立することが出来た。 

 

５．企業概要 

事業者名 有限会社 鳥仲商店 

本社所在地 神奈川県平塚市黒部丘２－３ 

ホームページアドレス https://www.torinaka.com/ 

設立年月 1954 年 4 月 

資本金 １０百万円 従業員数 30 名 

 

６．認定事業の概要 

テーマ名 湘南レッドと湘南しらす加工品を活用した平塚産総菜の開発・販売事業 

テーマの概要 平塚市等の地域資源である赤玉ねぎの「湘南レッド」と「湘南のしらす

加工品」を主原料として新し切り口でオール平塚産の総菜商品群を開発

する。販売先としては平塚市内のレストラン、居酒屋を主要顧客層とし、

平塚のイベント来訪客の手土産用途や平塚市内の主婦層にも広げてい

く。 

認定期間 平成 27 年 2 月 2 日～令和 2 年 3 月 31 日 

 

 


